
平成28年6月末現在の
人口の動き

●人口　 14,182人（前月比−11人） 男 7,076人（−1人） ●外国人人口 127人（前月比＋30人）男 51人（＋1人）女 76人（＋29人）
　（外国籍除く） 　（前年比−78人） 女 7,106人（−10人） ●世帯数 4,556世帯（外国人のみの世帯含む）

　7月 12日（火）、網代浜、次第浜の両海水浴場がオープン
しました。同日、こども園児による地引網が行われ、網にか
かった大きな魚よりも、小魚をカモメにあげるのに夢中な園
児たちでした。
（関連記事は裏表紙をご覧ください）

待ってました！海開き！！
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お問い合わせ　聖籠町教育委員会  子ども教育課  子ども・子育て支援係  ☎ 27-2111（内線 307）

９月１日より病児・病後児保育事業を実施します
　町では、病気中（病児）または病気回復期（病後児）にある児童を、就労などにより家庭で保育ができない
方を対象に、医療機関内に付設された施設で一時的な保育事業を実施します。

【実施施設】

■対象児童　①町に住所を有する小学校６年生までの
　　　　　　　児童

②病気中（病児）・病気回復期（病後児）
のため、集団保育などが困難な児童

③保護者の就労などにより、家庭での保
育が困難な児童

※上記の①～③のすべての条件を満たす
児童

■利用日時　①月～金曜日
午前８時 30 分～午後５時 30 分

（土・日、祝日および12/29～1/3は休業）
②利用日数は、原則として１病気につき、

連続して７日まで可能

■対象疾患
　

児童が日常かかり
やすい病気 かぜ、消化不良

感染症の病気 麻しん、風しん、
水ぼうそうなど

慢性の病気 ぜんそくなど

その他 やけど、骨折など
の外傷性疾患

（注）①病後児保育については、回復期にあり
感染力はないが体力などもなく、まだ
集団保育ができないと医師が判断した
場合に限ります。

②病児保育においても、症状によっては
受け入れができない場合があります。

■受入可能児童数（定員）　３人

■利 用 料　１日 2,000 円
（食事代および医療機関に受診した場合
 は別途料金が必要）
ただし、次の世帯には減免措置がありま
す。（利用時に証明書の提出が必須）
①生活保護世帯は無料（生活保護法によ

る保護受給証明書の提出）
②町民税非課税世帯は 1,000 円
（町民税の課税証明書の提出）
（※利用料は、施設に直接納入するこ
ととなります。）

■利用時に必要なもの
①利用登録証②利用連絡票［かかりつけの
医療機関などから交付されたもの（新発田北
蒲原医師会所属の医療機関は無料交付）］
③利用承諾書④健康保険証⑤印鑑⑥子ど
もの医療費受給者証（お持ちの方）⑦減免
を希望される場合は減免決定通知書

■その他注意事項
　児童の健康状態が急変した場合、保護
者の方に緊急連絡する場合があります。
なお、児童の健康状態が急変したことに
より医療機関などで受診した場合の費用
は実費負担（健康保険の実費負担）とな
ります。
　利用定員に限りがありますので、必ず
事前に施設へ電話予約をしてください。

（キャンセルの際も必ずご連絡をお願い
します。）

■施設名　医療法人葵会　
　　　　　新潟聖籠病院内
　　　　　聖籠あおい保育園
■場　所　聖籠町大字蓮野
　　　　　5765 番地 1
■電　話　025 -256 -1010
　　　　　（受付）
■アクセス　新新バイパス
　　　　　蓮野 IC 下車 1 分

■周辺図 ■施設内図
新潟聖籠病院内
聖籠あおい保育園

蓮野
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10
日
執
行　
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
の
投
票
率
を
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せ
し
ま
す

投票区 第 1 第 2 第 3 第 4 第 5 第 6 第 7 第 8 第 9 合計

行政区

四ツ屋・道
賀新田・上
大谷内・真
野・丸潟・
桃山・山倉・
苔沼

中の橋・本
諏訪山・山
諏訪山・本
大夫・山大
夫・聖中ケ
丘・尾沢ケ
丘・稲の平・
ひばりが丘

本山賀・山
三賀・二本
松・外畑・
正庵・東山

甚兵衛橋・
蓮潟・蓮潟
新田・東港
６丁目・東
港７丁目

藤寄・大夫
興野・旭ケ
丘

網代浜・東
港５丁目

次第浜・汐
美台

亀塚 蓮野・杉谷
内・別條・
八幡・東港
４丁目

投票率
（%） 62.13 55.83 51.98 60.27 50.56 50.07 51.27 48.66 59.63 53.91

●投票区別投票率

未来をつくる
あなたの一票大切に

お問い合わせ
　町選挙管理
　委員会
　（役場
　　総務課内）
　☎ 27-2111
　 （内線 226） ↑ＪＡＰＡＮサッカーカレッジ期日前投票所

での投票の様子。
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　７月３日（日）雨の降る中、第４１回 三市北蒲
原地区支会ポンプ操法競技大会が新発田市「五十
公野公園大駐車場」を会場に開催されました。こ
の大会は、聖籠町、新発田市、阿賀野市、胎内市
でそれぞれ予選会を開催し、勝ち抜いてきた強豪
が集う大会です。町からは第四分団第６班（次第
浜集落）が自動車ポンプの部に、第四分団第５班

（次第浜集落）が小型ポンプの部に出場しました。

　その結果、自動車ポンプの部では昨年に引き続き優勝。小型ポンプの
部は惜しくも準優勝という結果となりました。
　今年は小型ポンプの部において準優勝チームも県大会に出場できるこ
とから、水出し操法となり６回目の大会ですが、次第浜集落においては、
自動車ポンプの部・小型ポンプの部で初の県大会ダブル出場となります。 
　昨年、県大会で自動車ポンプの部において見事優勝した第四分団第６
班。今年は県大会で優勝すると全国大会への出場キップを手にすること
ができます。
　連覇を目指し日夜訓練に励む選手への応援をお願いします。

次第浜集落！初のダブルで県大会出場！！

お問い合わせ　役場生活環境課　地域安全係
　　　　　　　☎ 27-2111（内線 282）

県大会出場のキップを手にした第四分団第５・６班の皆さん

優秀選手受賞者（各番員で一番得点が高かった選手）

自動車ポンプの部
一番員  宮下 範

のり

仁
ひと

 選手
自動車ポンプの部
四番員  渡辺 博

ひろ

参
かず

 選手

自動車ポンプの部
１位　聖籠町
２位　新発田市
３位　胎内市
４位　阿賀野市

小型ポンプの部
１位　胎内市
２位　聖籠町
３位　新発田市
４位　阿賀野市
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消 費 生 活消 費 生 活

お問い合わせ
役場町民課内

消費生活センター
☎︎２７－１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です。

70
8月

スト
ップ
！

　ザ
・悪
徳商
法

6月相談受付情報
月 件数 主な相談内容
6 6 インターネット通販、光回線、迷惑

メール、バスツアー、生命保険

消費生活移動相談室開催

“携帯やパソコンで
� ネットトラブル”
　インターネットは情報収集、買い物、ゲームやメールなど今や私たち
の暮らしから切り離せなくなっています。それに伴いトラブルや相談が
増加しています。

トラブルいろいろ
①オンラインゲームでの高額請求
②ネットで注文した商品が届かない、また
は注文品と違うものが届いた。代金は
払ったが相手と連絡がつかない

③突然知らないところから請求のメール
が届いた（架空請求）

④出会い系サイトに騙されて高額支払い
をしてしまった

⑤間違えてクリックしたらいき
なり登録になり料金を請求さ
れた（ワンクリック詐欺）

　●判断に迷ったら一人で決めず
　　相談してください

　消費生活に関する知識を学び、身近なサポータ
ーとして活動してみませんか。今年度は、三条市
で養成講座を開催します。
期　　日　（毎回 10 時～ 15 時 30 分）6 日間

　9 ／ 13（火）9 ／ 20（火）9 ／ 27（火）
　10 ／ 13（木）10 ／ 18（火）10 ／ 25（火）

会　　場　三条市中央公民館　　
申込〆切　8 ／ 19（金）必着
定　　員　30 名
申し込み　NPO法人新潟県消費者協会
問い合わせ　☎ 025‐281‐5558
詳しい募集要項は役場 1 階消費生活センター内に
あります。（消費生活センター　☎ 27－1958）

　訪問販売で不要な商品を買ってしまったなどの消費
生活に関するトラブルや借金の返済でお困りの方を対
象に弁護士がお答えします。お気軽にご相談ください。
日時：　9 月 3 日（土）
　　　　午前 9 時～12 時
場所：　聖籠町町民会館　第一会議室
※　相談を希望する方は、事前に電話予約をお願い

します。
予約先：聖籠町消費生活センター　

℡２７－１９５８
※　人数に限りがありますので、早めの予約をお願

いします。（人数を超えた場合は先着順とさせ
ていただきます）

※　相談は無料です。

受講者募集
消費生活サポーター養成講座
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交通安全に関することは
役場生活環境課 地域安全係
☎27−2111（内線 284）

交 通
安 全
vol.171

今日も一日交通安全

区分
年

6 月 1月〜 6月（累計）
発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成28年 4 0 4 14 1 15
平成27年 4 0 7 18 0 24
増　減 0 0 -3 -4 +1 -9

町の交通事故発生状況

新発田地区交通安全連絡協議会功労者表彰

　ドライバー５人 1 組が 100 日間無事故・無違反を目
指す「安全運転・チャレンジ１００」が始まります。
期間中に無事故・無違反のチームは抽選で５０万円分

（予定）の旅行券や温泉宿泊券などが当たります！！
チャレンジ期間：
　　　　　 9 月 23 日（金）～ 12 月 31 日（土）
募集期間： 8 月 31 日（水）まで
参 加 費：１チーム　1,000 円
申し込み：役場生活環境課に申込書があります。必要

事項を記入し、郵便局でお申し込みください。

　６月８日（水）アーデギャレベルナールにおいて新発田地区交通安全協会
の総会が開催され、交通安全活動に長年尽力されている方々へ表彰状の伝達
が行われました。

　５月、６月は各こども園３、４、５歳園児の親子交通
安全教室を保護者参加のもとで行いました。
○始まる 30 分前には保護者のみの講話や実演

5 歳児保護者…自転車ヘルメット着用の効果実験
4 歳児保護者…シートベルト不着用の体験
3 歳児保護者…シートベルト不着用の体験、発煙筒使

用の実演
　また、親子教室では、飛び出しの怖さを知ってもらう
ためにダミー人形による実験をし、信号の見方、道路の
渡り方を行いました。これからも可愛い子どもたちの命
を守るため、常に大人が手本となり、声を掛けあって交
通ルールを守りましょう。

〈受賞者〉
　　★交通安全協会聖籠支部★

　　７年以上　齋
さいとう

藤　敇
とき

夫
お

さん
　　★専門交通安全指導員★

　　７年以上　齋
さいとう

藤　奈
な み

美さん

★交通安全母の会★

７年以上　佐
さ

々
さ

知
ち

　瑞
みず

枝
え

さん

５年以上　神
かん

田
だ

　さつきさん

亀代・蓮潟・蓮野・聖籠こども園の
親子交通安全教室を行いました

亀代こども園での教室の様子

安全運転・チャレンジ100
100 日間無事故・無違反で

チームで 50 万円分（予定）の
旅行券や温泉宿泊券などが当たる！

参加チーム

募集
無事故・無違反で
旅行券なんてラッキー☆
家族で参加して
旅行のチャンス！！



7　H28.8 広報聖籠

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

６
月
18
日
（
土
）

■
中
国
県
費
留
学
生
歓
迎
会
開
催

　

町
で
は
新
潟
県
か
ら
補
助
を
受
け

て
新
潟
大
学
な
ど
に
留
学
し
て
い
る

県
費
留
学
生
と
の
交
流
を
平
成
元
年

か
ら
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
本
年
度
留
学
生
の
姚

よ
う
ぎ
ょ
う
れ
い

暁
麗

さ
ん
、
李り

鵬ほ
う

さ
ん
と
中
国
駐
新
潟
総

領
事
館
の
張

ち
ょ
う
え
ん
し
ょ
う

袁
松
教
育
領
事
な
ど
を

お
招
き
し
、
一
般
参
加
の
町
民
や
元

県
費
留
学
生
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
町

内
を
視
察
し
た
後
、
さ
く
ら
ん
ぼ
狩

り
と
歓
迎
会
を
行
い
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

町

民

課

■
平
野
政
要
さ
ん

　
人
権
擁
護
委
員
に
再
委
嘱

　

人
が
人
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
に

持
っ
て
い
る
権
利
を
「
人
権
」
と
い

い
ま
す
が
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
、

人
権
が
侵
さ
れ
た
と
き
の
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、
国
（
法
務
大
臣
）

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
の
こ
と
を
「
人

権
擁
護
委
員
」
と
い
い
ま
す
。

　

去
る
、
町
議
会
３
月
定
例
会
に
お

い
て
、
平ひ

ら

野の　

政ま
さ

要よ
う

さ
ん
（
次
第
浜

３
０
０
７
☎︎
２
７
︲
７
７
１
７
）
の

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
野
さ
ん
は
、
再
任
と
し
て
７
月

１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱

を
受
け
、
４
期
目
（
３
年
任
期
）
の

委
員
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し

ま
す
。子

ど
も
教
育
課

６
月
24
日
（
金
）

■
第
６
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会

�

定
例
会
開
催

・
聖
籠
町
文
化
芸
術
及
び
ス
ポ
ー
ツ

大
会
等
出
場
者
激
励
金
交
付
要
綱

の
廃
止
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

・
聖
籠
町
学
校
支
援
地
域
本
部
地
域

教
育
協
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い

て
・
聖
籠
町
就
学
指
導
委
員
会
規
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
教
育
委
員
会
事
務
決
裁
規

程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

以
上
５
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

農
業
委
員
会

６
月
24
日
（
金
）

■
農
業
委
員
会
第
23
期

�

第
４
回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
・
農
地
中
間
管
理

権
）
申
出
審
査
に
つ
い
て

　

以
上
３
項
目
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

↑サクランボ狩りを楽しむ県費留学生
の姚暁麗さん（上）と李鵬さん（下）。

↑県費留学生歓迎会参加者の皆さん。

↑平野政要さん
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8 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

《相談事業》
ところ　役場１階　会議室
◆行政相談
　９日（火）午前10時～11時30分
　 役場総務課 総務管理係
　　（内線229）

ところ　町民会館　第１会議室
◆人権特設相談所
　４日（木）午後1時～4時
　 役場町民課 人権担当（内線111）
　　法務局新発田支局　☎24-7102
　※相談無料で、秘密は固く守られます。

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　３日（水）、17日（水）
　午後１時～4時
◆無料弁護士相談（要事前予約）
　25日（木）午後1時～4時
　 町社会福祉協議会　☎27-6767

《保健福祉事業》
ところ　町保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○１歳２ヵ月児歯科健診
　８日（月）午後１時15分～
○３歳６ヵ月児歯科健診
　９日（火）午後１時15分～
○１歳６ヵ月児健診
　25日（木）午後１時～
○乳児健診
　26日（金）午後１時15分～

期　間 8 月 19 日（金）～ 11 月 22 日（火）の火・金曜日　
全 25 回（参加者には詳しい案内をお送りします）

時　間 午前 10 時～ 11 時 30 分

場　所 町保健福祉センター

内　容 肩・腰・膝の痛みの予防と改善
筋力トレーニング・認知症予防の体操
栄養士の栄養指導もあります

対象者 医師から運動を禁止されていない 65 歳以上の方 10 名
（初回参加の方が優先となります）

・ 聖籠町地域包括支援センター（町保健福祉センター内）
 ☎２７－６５２１

高齢者のための運動教室を開催します

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

休
診
の
お
知
ら
せ

８
月
22
日（
月
）

８
月
23
日（
火
）

　
休
診
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
長

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

8
月

1
日 

こ
れ
か
ら
の
新
潟
の
道
づ
く
り

を
考
え
る
意
見
交
換
会

4
日 

第
4
回
阿
賀
北
首
長
会
総
会

6
日
・
7
日  

聖
籠
夏
ま
つ
り

7
日 

第
67
回
新
潟
県
消
防
大
会

15
日 

聖
籠
町
成
人
式

22
日 

子
ど
も
議
会

29
〜
30
日  

全
国
町
村
会
政
務
調
査
会

行
政
委
員
会

31
日 

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
定
例
会
本
会
議

８月お知ら

せ号はお休

みします

無理のない運動
で、体が楽にな
った！
みんな一緒だと
楽しいね！
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　「広域都市計画マスタープラン」は、県内を７つの圏域に分けた
広域圏が対象の「圏域計画」と、広域圏に含まれる各都市計画区域
が対象の「都市計画区域マスタープラン」で構成する、広域的な都
市づくりの方針を示すものです。
　聖籠町を含む、新潟圏域の広域都市計画マスタープランの素案説
明会と公聴会を次のとおり開催します。

○素案説明会　９月２日（金）午後７時～９時
　○公　聴　会　10 月９日（日）午後２時～３時 30 分

○素案説明会　新発田市生涯学習センター　１階多目的ホール
（新発田市中央町 5-8-47）

　○公　聴　会　クロスパルにいがた　５階交流ホール
（新潟市中央区礎町通 3 ノ町 2086 番地）

■素案の縦覧　　８月 30 日（火）～９月 20 日（火）
（土日、祝日を除く午前８時30分～午後５時15分）

■公述人資格　　聖籠町の住民および利害関係人
■公述申出方法　素案についてご意見のある方は、意見の要旨およ

びその理由ならびに氏名、住所および電話番号を
記載した新潟県知事宛の書面を公述申出先へ提出
してください。

■公述申出期限　９月 20 日（火）
■縦覧場所および公述申出先

・新潟県新発田地域振興局地域整備部計画調整課
　〒957-8511 新発田市豊町３丁目３番２号
・聖籠町ふるさと整備課
　〒957-0192 聖籠町大字諏訪山 1635 番地４

■公述人の決定　公述人を決定したときは、当該公述人にその旨を
通知します。

■開催の有無　　公述の申出がない場合、公聴会は開催しません。
その場合は、県庁都市政策課ホームページに掲載
します。

■公聴会の傍聴　公聴会は公開で行い、傍聴者の定員は 40 名です。
会場には別途、記者席を設けます。　

新潟県土木部都市局都市政策課　☎０２５- ２８０- ５４２９

入 札 結 果 入札日　平成28年6月20日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日又は工事

（委託）期間最終日
入札
方法

1 道路区画線設置工事 聖籠町内一円 5,724,000 新交ロード㈱ 平成28年8月16日 指名競争
入札

2 開発４号線舗装補修工事 聖籠町東港三丁目地
内 17,809,200 ㈱NIPPO

新発田出張所 平成28年9月28日 指名競争
入札

3 側第１号　寺島網代浜線
外２路線道路側溝工事 聖籠町大字蓮潟地内 7,020,000 ㈲樋口建設 平成28年10月25日 指名競争

入札

4 側第４号　真野島の内線
外１路線道路側溝工事 聖籠町大字真野地内 5,400,000 ㈲入山建設 平成28年10月5日 指名競争

入札

5 側第３号　桃山道賀新田
線外１路線道路側溝工事

聖籠町大字道賀新田
地内 3,207,600 ㈲マルミ工業 平成28年9月19日 指名競争

入札

6 道路植栽等管理業務委託 聖籠町内一円 8,208,000 ㈲栗原緑樹園 平成29年3月24日 指名競争
入札

7 河第１号　新発田川等草
刈業務委託

聖籠町大字山倉～藤
寄地内 6,804,000 ㈲樋口建設 平成28年9月30日 指名競争

入札

8 海岸砂防林等草刈業務委
託

聖籠町大字網代浜・
次第浜・亀塚地内 3,758,400 ㈱新潟ｸﾞﾘｰﾝﾃｯｸ

聖籠営業所 平成28年7月29日 指名競争
入札

広域都市計画マスタープラン
素案説明会・公聴会のお知らせ6 月の届出

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

優
や ま と

眞斗 ちゃん （高橋　俊貴） 山大夫

　凜
りん

 ちゃん （佐々木広和） 蓮　潟

奏
かな

太
た

 ちゃん （佐藤　良太） 山　倉

　葵
あおい

 ちゃん （小林　侑己） 亀　塚

陸
りく

人
と

 ちゃん （吉田　　健） 苔　沼

陽
ようすけ

介 ちゃん （渡辺　一矢） 聖中ケ丘

羽
は ゆ ま

柚真 ちゃん （西尾賢太郎） 本三賀

愛
あ い り

依理 ちゃん （高橋　孝啓） 聖中ケ丘

 氏　名 年齢 行政区

今　井　留
る

　美
み

 さん （70 歳） 網代浜

天　野　ハツミ さん （99 歳） 二本松

前　田　正
まさ

　栄
えい

 さん （89 歳） 八　幡

高　松　タ　マ さん （86 歳） 亀　塚

森　田　幸
ゆき

　夫
お

 さん （55 歳） 蓮　潟

石　田　ハルミ さん （89 歳） 蓮　潟

高　橋　タケミ さん （97 歳） 次第浜

兒　玉　ナツミ さん （89 歳） 山　倉

横　山　カホル さん （95 歳） 藤　寄

中　村　タツヱ さん （67 歳） 外　畑

神　田　英
ひで

　栄
えい

 さん （64 歳） 蓮　潟

　佐　藤　博
ひろ

　之
ゆき

 さん

（佐　藤）　　悠
はるか

 さん ｝真　野

（渡　辺）禎
よし

　紀
き

 さん

　中　野　　　文
あや

 さん ｝杉谷内

　杉　沢　　　亮
りょう

 さん

（高　橋）　　舞
まい

 さん ｝別　條
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海
水
浴
は

　
　
指
定
さ
れ
た

　
　
　
　
　
遊
泳
区
域
で
！

　

町
で
は
、
網
代
浜
と
次
第
浜
の
両

海
岸
で
、
８
月
18
日
（
木
）
ま
で
海

水
浴
場
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
必
ず

指
定
さ
れ
た
遊
泳
区
域
内
で
泳
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　

指
定
の
場
所
以
外
で
は
、
離り

が
ん
り
ゅ
う

岸
流

が
発
生
し
や
す
く
、
潮
の
流
れ
が
速

い
、
急
に
深
く
な
る
な
ど
危
険
で
す

の
で
絶
対
に
遊
泳
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

指
定
の
遊
泳
区
域
内
で
連
絡
員
の

指
示
に
従
っ
て
安
全
で
楽
し
い
遊
泳

を
お
願
い
し
ま
す
。

役
場
産
業
観
光
課（
内
線
１
２
３
）

網
代
浜
海
水
浴
場
連
絡
所

☎︎
２
７
︲
４
７
０
３

次
第
浜
海
水
浴
場
連
絡
所

☎︎
２
７
︲
２
９
５
７

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
＆

　
　
　
　
　
地
引
網
開
催

　
　
～
海
の
に
ぎ
わ
い
館
～

　

海
の
に
ぎ
わ
い
館
で
は
、
ビ
ー
チ

ク
リ
ー
ン
と
地
引
網
を
開
催
し
ま
す
。

ご
み
拾
い
を
競
い
合
っ
て
、
景
品
が

も
ら
え
る
企
画
も
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

８
月
21
日
（
日
）

午
前
７
時
～
10
時
30
分
頃

（
受
付 

海
の
に
ぎ
わ
い
館 

　

午
前
６
時
30
分
～
６
時
55
分
）

※
荒
天
中
止
・
予
備
日
な
し

聖
籠
海
岸

■
定
員　
１
０
０
人

 

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
込
期
間　

8
月
2
日
（
火
）
～
18
日
（
木
）

■
参
加
資
格　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

の
引
率
が
必
要
で
す
。）

■
参
加
費　
無
料

聖
籠
町
海
の
に
ぎ
わ
い
館

☎︎
２
７
︲
１
１
０
３

９月からエコミニバスの時間が変わります
　町民の皆さまの足としてひとと地域をつなぐ役割をもって走っているエコミニバスですが、医療法人
葵会　新潟聖籠病院の開院に伴いバス停を新設するため、９月から一部路線の時間を変更します。

　詳しい変更内容は８月下旬に発
行する「聖籠エコミニバス時刻表」
をご覧ください。

役場生活環境課　環境推進係
　　　　　　　　　（内線２８１）

さくら号３便の時間を変更およびコモタウン行きバスの時間を変更
　さくら号３便とはまなす２便の乗換のため、さくら号３便の
時刻を５分早めます。
　それに伴いコモタウン行きバスの時間も５分早まります。

変更点２

変更点１ はまなす・さくらんぼ・さくら号の一部の便の経路を変更
「新潟聖籠病院」へ乗り入れる便

直接
乗入
他便
接続

接続
新潟聖籠
病院

乗入
無し
はま
なす
乗換

直接
乗入
接続
乗換
なし

直接
乗入
接続
乗換
なし

さくらんぼ号３便（平日）
　　〃　　　１便（土曜）
さくら号　　３便（平日）

はまなす号　３便（平日）
　　〃　　　２便（土曜）
さくらんぼ号５便（平日）
　　〃　　　８便（平日）
　　〃　　　２便（土曜）
さくら号　　２便（土曜）

はまなす号　４便（平日）
　　〃　　　５便　 〃
　　〃　　　６便　 〃
　　〃　　　７便　 〃
　　〃　　　３便（土曜）
さくらんぼ号４便（平日）
　　〃　　　６便　 〃
　　〃　　　７便　 〃
　　〃　　　３便（土曜）
さくら号　　４便（平日）
　　〃　　　５便　 〃
　　〃　　　６便　 〃
　　〃　　　１便（土曜）
　　〃　　　３便（土曜）

はまなす号　２便（平日）
　　〃　　　１便（土曜）
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お申し込み・お問い合わせ　　役場ふるさと整備課（内線 234）

起きてからでは遅い。あなた
のお住まい、耐震化大丈夫？

　　　耐震診断 　　　耐震設計 　　　耐震改修

対象と　
なるもの

■建築物（次のすべてに該当）
①昭和 56 年 5 月 31 日以前に、町

内で建築、または工事に着手し
た木造住宅

②一戸建ての住宅であること（店
舗や事務所などを兼ねた住宅の
場合は、延べ床面積の半分以上
が住宅部分のものに限る）

③地階を有しない地上２階建て以
下の住宅であること

④国土交通大臣などから特別な認
定を受けた工法によって建築さ
れた住宅でないこと

■対象者
　町内に住所を有し、かつ、補
助の対象となる建築物を所有する
方で町税などを完納している方

左の聖籠町木造住宅耐震診
断支援事業を受け、かつ、
診断評点が 1.0 未満の建築
物

左の聖籠町耐震設計事業を
受けた建築物

受付期間
予算額に達
した時点で
受付終了と
します

第２回：８月 17 日（水）～ 26 日（金）

毎年4月から12月末日まで
（年度内に耐震改修事業が
完了し、かつ、関係書類の
提出が可能な場合は、この
限りではありません。）

申請者負担
額、または
町補助額　

●申請者負担額
　無料

●町補助額
耐震設計にかかる費用の
1/2以内（上限100,000円）

●町補助額
耐震改修にかかる経費の
うち上限 650,000 円

必要な書類

①耐震診断士派遣申請書（※）
②建築年次および建物の延べ床面

積が判断できる書類の写し
　（登記簿謄本、建築確認済証・

検査済証、課税証明書など）
③申請者の町税の納税証明書（前

年度分）

①補助金交付申請書（※）
②耐震診断報告書の写し（耐

震診断の成果品です。）
③耐震設計に要する費用の

見積書（耐震診断士より
発行されます。）

①補助金交付申請書（※）
②耐震改修計画書の写（耐

震設計で作成されます。）
③耐震改修に要する費用の

見積書（耐震設計で作成
されます。）

※補助金交付申請書は、ふるさと整備課にあるほか、町ホームページからダウンロードできます。

ステップ
1

ステップ
2

ステップ
3

　町では、木造住宅の耐震診断（地震に耐えられるか診断する）や耐震改修
に要する費用の一部を補助しています。
　診断は、町が委託した（社）新潟県建築士会北蒲原支部に登録された診断士が行います。耐震診断は人間にたと
えると健康診断に当たるものです。安全・安心な生活を築くため、ぜひこの機会に耐震診断を受けてみませんか。
　また、聖籠町木造住宅耐震診断支援事業を受けた木造住宅で、耐震診断の結果、耐震性が低いと判断された住
宅に対し、耐震設計費・耐震改修工事費への一部補助も行っています。

（中越沖地震：平成19年7月16日発生、新潟県柏崎市内）

思い立ったらすぐ行動！
耐震診断費は無料です！
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学校給食食材の
放射性物質　　
　　　測定結果

　聖籠町では、学校などの給食の安
全性を確認し、給食に対する保護
者などの不安を軽減することを目的
に、給食用食材の放射性物質検査を
実施しています。検査は毎週木曜日、
翌日（金曜日）に使用する食材の中
から１品目を選定して行い、再検査
となった食材は、給食に使用せず、
再検査を実施し公表しています。
　なお、町のホームページで最新の
検査結果を掲載しています。

町教育委員会子ども教育課
　学校支援係（内線３０５）

検査
日

検査
品目 生産地

測定結果

放射性
ヨウ素 放射性セシウム

１３１ １３４ １３７

6月
2日 たまねぎ 北海道 検出

せず
検出
せず

検出
せず

6月
9日

じゃが
いも 長崎県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

6月
16日 ごぼう 新潟県

新潟市
検出
せず

検出
せず

検出
せず

6月
23日 キャベツ 群馬県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

6月
30日 人参 埼玉県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

測定
場所

新潟県新発田地域振興局
（新発田市豊町 3 丁目 3 番 2 号）

※単位：Bq（ベクレル／㎏）
※ この検査の検出限界値は、20Bq ／㎏です。

検出限界値は、測定する条件や食材により異
なります。

※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器
で検出できる最小値（最小限度）のことをい
い、この値は測定環境（自然界に存在する大
気中の放射線量）、測定条件（時間重量など）、
検査対象品目によって異なります。

わ
た
し
の
主
張　

　
　
三
市
北
蒲
原
地
区
大
会

　

新
発
田
市
・
阿
賀
野
市
・
胎
内
市
・

聖
籠
町
か
ら
選
出
さ
れ
た
中
学
生
10

名
が
日
頃
考
え
て
い
る
意
見
を
発
表

し
ま
す
。ぜ
ひ
、御
来
場
く
だ
さ
い
！

（
申
し
込
み
不
要
）

８
月
23
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

阿
賀
野
市
ふ
れ
あ
い
会
館

　

阿
賀
野
市
山
崎
77

■
定
員　
１
４
０
人

新
潟
県
新
発
田
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
環
境
部
地
域
福
祉
課

☎︎
０
２
５
４
︲
２
６
︲
９
１
２
９

男
女
の
区
別
な
く

　
い
き
い
き
と
し
た
姿
の

　
　
写
真
を
募
集
し
ま
す
！

　

新
潟
県
で
は
、
家
庭
、
職
場
、
地

域
に
お
い
て
、
性
別
に
よ
る
役
割
分

担
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
に
い
き
い
き

と
活
動
し
て
い
る
姿
で
、
男
女
共
同

参
画
を
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
写
真
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
最
優
秀
賞
に
は
３
万
円
分
の
ギ

フ
ト
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。
多
数

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
応
募
締
切

　

９
月
30
日
（
金
）
必
着

※
詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.pref.niigata.lg.jp

/danjobyodo/

■
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
県
民
生
活
・
環
境
部

男
女
平
等
社
会
推
進
課

☎︎
０
２
５
︲
２
８
０
︲
５
１
４
２

（
直
通
）

〒
９
５
０
︲
８
５
７
０

新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
番
地
１

園
芸
研
究
セ
ン
タ
ー

　
ふ
れ
あ
い
参
観
デ
ー
開
催

　
「
野
菜
・
果
物
・
花
～
食
べ
て
飾

っ
て
人
は
元
気
に
な
る
～
」
を
テ
ー

マ
に
最
新
の
研
究
成
果
を
紹
介
す
る

ほ
か
、
研
究
員
体
験
な
ど
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
。８

月
25
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
２
時

県
農
業
総
合
研
究
所
園
芸
研
究

セ
ン
タ
ー

聖
籠
町
真
野
１
７
７

●
研
究
ほ
場
や
最
新
の
園
芸
技
術
、

新
品
種
の
紹
介

●
季
節
の
野
菜
・
く
だ
も
の
の
試
食

●
お
子
さ
ま
の
プ
チ
研
究
員
体
験
や

顕
微
鏡
に
よ
る
生
き
物
観
察

●
園
芸
作
物
の
栽
培
相
談
な
ど

10
名
以
上
の
団
体
は
事
前
に
御
連

絡
く
だ
さ
い
。
ほ
か
は
申
し
込
み

不
要
で
す
。

新
潟
県
園
芸
研
究
セ
ン
タ
ー

☎︎
２
７
︲
５
５
５
５

県
立
新
発
田
病
院

　
院
長
に
よ
る
公
開
講
座
を

　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

　

住
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
的
な
日
常

生
活
に
役
立
つ
最
新
の
医
療
情
報
を

お
届
け
す
る
た
め
、「
市
民
公
開
講

座
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

９
月
３
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

（
開
場　

午
後
１
時
）

新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

講
堂

■
講
師　

県
立
新
発
田
病
院　

院
長

 

塚
田
芳
久　

先
生

■
参
加
費　
無
料

■
申
し
込
み　
不
要

県
立
新
発
田
病
院
公
開
講
座
委
員

会
事
務
局　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

☎︎
０
２
５
４
︲
２
２
︲
３
１
２
１

（
代
表
）
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勝
利
で
次
へ

　

１
ｓ
ｔ
ス
テ
ー
ジ
最
終
節
、
ホ
ー

ム
に
サ
ガ
ン
鳥
栖
を
迎
え
た
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
。
セ
カ
ン
ド
ボ
ー
ル

の
攻
防
で
優
位
に
立
ち
、
立
ち
上
が

り
か
ら
ゲ
ー
ム
の
主
導
権
を
握
り
ま

す
。
レ
オ
選
手
や
加
藤
選
手
が
果
敢

に
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
を
狙
う
な
ど
、

ゴ
ー
ル
の
気
配
が
強
ま
り
ま
す
が
、

予
期
せ
ぬ
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
チ
ー
ム

を
襲
い
ま
す
。
16
分
、
Ｇ
Ｋ
守
田
選

手
が
勇
気
あ
る
飛
び
出
し
で
ピ
ン
チ

を
し
の
ぎ
ま
す
が
、
接
触
に
よ
り
頭

部
を
負
傷
。
早
い
時
間
帯
で
交
代
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

　

難
し
い
状
況
を
迎
え
て
も
、
新
潟

の
選
手
た
ち
の
気
持
ち
が
途
切
れ
ま

せ
ん
。
急
き
ょ
ゴ
ー
ル
マ
ウ
ス
を
託

さ
れ
た
Ｇ
Ｋ
川
浪
選
手
も
、
安
定
感

の
あ
る
プ
レ
ー
で
チ
ー
ム
を
支
え
、

全
員
が
攻
守
と
も
に
一
体
と
な
っ
て

戦
い
ま
す
。

　

鳥
栖
の
堅
い
守
備
に
手
を
焼
き
な

が
ら
も
、
後
半
も
変
わ
ら
ず
に
攻
勢

を
掛
け
る
新
潟
。
す
る
と
78
分
、
つ

い
に
ゴ
ー
ル
を
こ
じ
開
け
ま
し
た
。

　

敵
陣
深
く
で
コ
ル
テ
ー
ス
選
手
が

ク
ロ
ス
を
入
れ
る
と
、
中
央
で
加
藤

選
手
が
ダ
イ
ビ
ン
グ
ヘ
ッ
ド
。
ポ
ス

ト
に
弾
か
れ
ま
す
が
、
山
崎
選
手
が

反
応
し
右
足
で
蹴
り
込
み
、
新
潟
が

先
制
点
を
奪
い
ま
し
た
！
そ
の
後
は

や
や
攻
め
込
ま
れ
る
シ
ー
ン
も
あ
り

ま
し
た
が
、
リ
ー
ド
を
守
り
切
っ
た

新
潟
。
万
歳
と
と
も
に
、
ス
テ
ー
ジ

最
終
戦
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
３
試
合
は
２
勝
１
分
け
と

調
子
上
向
き
。
勢
い
を
そ
の
ま
ま
に
、

チ
ー
ム
は
ひ
と
つ
で
も
上
の
順
位
を

目
指
し
て
戦
っ
て
い
き
ま
す
！

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

　

鳥
栖
戦
翌
日
と
な
っ
た
６
月
26
日

（
日
）
は
、
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
で
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
が
開

催
さ
れ
、
選
手
た
ち
は
、
サ
ポ
ー
タ

ー
の
皆
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。「
応
援
し

て
い
ま
す
！
」、「
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
！
」。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
言
葉

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
受
け

取
っ
て
い
た
様
子
で
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
ト
ッ
プ
、
レ
デ
ィ
ー

ス
の
選
手
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、

ス
タ
ン
ド
か
ら
多
く
の
笑
い
と
拍
手

が
沸
き
起
こ
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
は
終
了
。
選
手
と

サ
ポ
ー
タ
ー
の
一
体
感
が
さ
ら
に
強

ま
っ
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
シ
ー
ズ
ン
は
後
半
戦
へ
。

引
き
続
き
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

に
熱
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

支
援
の
輪

　

急
性
白
血
病
と
闘
う
早
川
史ふ
み

哉や

選

手
へ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ま
か
ら

た
く
さ
ん
の
募
金
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
病
名
公
表
後

初
め
て
の
公
式
戦
と
な
っ
た
ア
ウ
ェ

ー
Ｆ
Ｃ
東
京
戦
で
は
、
早
川
選
手
の

応
援
歌
と
と
も
に
背
番
号
28
の
コ
レ

オ
グ
ラ
フ
ィ
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
力
強
い
支
え
に
、
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

早
川
選
手
は
現
在
、
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か

い
激
励
に
深
く
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

再
び
Ｊ
リ
ー
グ
の
ピ
ッ
チ
に
戻
っ
て

く
る
こ
と
を
願
い
、
ク
ラ
ブ
は
こ
れ

か
ら
も
早
川
選
手
の
復
帰
を
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

※
８
月
の
試
合
予
定

〈
明
治
安
田
生
命
Ｊ
１
リ
ー
グ

�

２
ｎ
ｄ
ス
テ
ー
ジ
〉

第
７
節　

８
月
６
日
（
土
）

vs
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

午
後
７
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
８
節　

８
月
13
日
（
土
）

vs
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

午
後
６
時
キ
ッ
ク
オ
フ

山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム

第
９
節　

８
月
20
日
（
土
）

vs
ア
ビ
ス
パ
福
岡

キ
ッ
ク
オ
フ
時
間
未
定

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
10
節　

８
月
27
日
（
土
）

vs
サ
ガ
ン
鳥
栖

キ
ッ
ク
オ
フ
時
間
未
定

ベ
ス
ト
ア
メ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ジ
ア
ム

〈
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ

�

カ
ッ
プ
１
部　
予
選
リ
ー
グ
〉

第
10
節　

８
月
７
日
（
日
）

vs
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス　

午
後
５
時
キ
ッ
ク
オ
フ

ひ
と
め
ぼ
れ
ス
タ
ジ
ア
ム
宮
城

アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックス
新潟情報 !!
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アルビレックス新潟　試合観戦ご招待のお知らせ
2016明治安田生命J1リーグ　2ndステージ　第13節
アルビレックス新潟　対　鹿島アントラーズ

写真提供／
㈱アルビレックス新潟

■日　　時　9月25日（日）　キックオフ時間未定（7月中旬発表予定）
■会　　場　デンカビッグスワンスタジアム
■観戦座席　バックスタンド１層目指定席
■応募条件　聖籠町在住者
■募集人数　１００名
■応募方法　【ハガキの場合】官製ハガキの裏面に① 9月25日鹿島②〒・住所③氏名・

年齢④電話番号⑤メールアドレス（お持ちの方）⑥チケットの希望枚数（４枚まで）
⑦後援会資料請求（する・しない）をご記入のうえ、下記の宛先までご応募ください。
応募は 1 世帯につき 1 通限り有効です。※ 官製ハガキは各自ご用意ください。

【メールの場合】宛先に『homegame@albirex.co.jp』、件名に『9/25 鹿島戦：聖籠町観
戦ご招待』、本文に上記①～⑦の項目を入力のうえ、送信してください。
応募多数の場合は抽選とさせていただきます。

■応募期限　9月9日（金）必着 （※メール申込も同様）
■受け渡し　お申し込みいただいた枚数のチケットを 9月16日（金）頃に送付いたしま

す。試合当日、チケットを必ずお持ちのうえ、E ゲートからご入場ください。
■宛　　先

〒９５０－０９５４　新潟市中央区美咲町２－１－１０
アルビレックス新潟後援会「試合観戦ご招待」係

■問い合わせ　アルビレックス新潟後援会　村山　☎025-282-0011

クラブの最新情報は『アルビレックス新潟携帯サイト』をご覧ください。

コチラから↓

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

�

（
男
子
）
第
９
節
終
了
時
点
】

　

北
信
越
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
（
Ｈ

Ｆ
Ｌ
）
１
部
に
所
属
す
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

は
、
６
月
５
日
（
日
）
に
、
首
位
の
サ

ウ
ル
コ
ス
福
井
と
ホ
ー
ム
Ｊ
Ｓ
Ｃ
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
対
戦
。
前
半
は
０
︲
０
で
折

り
返
し
ま
す
が
、
後
半
立
ち
上
が
り
の

48
分
、
さ
ら
に
65
分
に
失
点
し
、
０
︲

２
の
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
12
日
（
日
）
に
は
石
川

県
の
北
陸
大
学
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

に
て
、
リ
ー
グ
開
幕
戦
で
敗
れ
た
Ｆ
Ｃ

北
陸
と
対
戦
。
試
合
は
、
小
林
選
手
、

高
木
選
手
が
ゴ
ー
ル
を
奪
い
、
２
︲
０

で
勝
利
し
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
（
日
）
に
は
、
ホ
ー
ム
で

坂
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
Ｓ
Ｃ
と
対
戦
し
、

石
塚
選
手
の
２
得
点
と
御
宿
選
手
の
ゴ

ー
ル
で
３
︲
０
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　

残
り
の
試
合
で
も
勝
利
を
お
さ
め
、

目
標
で
あ
る
Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格
の
た
め
に
チ

ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
っ
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
熱
い
ご
声
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ

デ
ィ
ー
ス（
女
子
）第
11
節
終
了
時
点
】

　

プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｔ
に
所
属
す
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ

ー
カ
レ
ッ
ジ
レ
デ
ィ
ー
ス
（
以
下
Ｊ
Ｓ

Ｃ
Ｌ
）
は
６
月
５
日（
日
）に
北
海
道
の

札
幌
サ
ッ
カ
ー
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ

ー
ク
で
ノ
ル
デ
ィ
ー
ア
北
海
道
と
対
戦
。

試
合
は
先
制
を
許
す
も
、
61
分
に
平
井

選
手
の
ゴ
ー
ル
で
同
点
に
追
い
つ
き
ま

す
。
し
か
し
そ
の
後
２
失
点
を
許
し
１

︲
３
で
悔
し
い
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
11
日（
土
）に
茨
城
県
の
、
セ
キ

シ
ョ
ウ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
つ

く
ば
Ｆ
Ｃ
レ
デ
ィ
ー
ス
と
対
戦
。
結
果

は
、
背
番
号
９
の
平
井
選
手
が
ゴ
ー
ル

を
挙
げ
る
も
、
１
︲
２
で
敗
れ
ま
し
た
。

　

６
月
19
日（
日
）は
ホ
ー
ム
胎
内
市
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
陸
上
競
技
場
で
、
こ
こ

ま
で
リ
ー
グ
戦
全
勝
の
首
位
オ
ル
カ
鴨

川
Ｆ
Ｃ
と
対
戦
し
ま
し
た
。
試
合
は
惜

し
い
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
も
決
め
き
れ
ず

０
︲
２
の
悔
し
い
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
（
日
）
は
ホ
ー
ム
紫
雲
寺

記
念
公
園
多
目
的
運
動
広
場
で
２
戦
連

続
の
対
戦
と
な
る
オ
ル
カ
鴨
川
Ｆ
Ｃ
と

対
戦
し
、
０
︲
４
で
敗
れ
ま
し
た
。

　

勝
利
を
目
指
し
、
チ
ー
ム
一
同
最
後

の
最
後
ま
で
全
力
で
戦
い
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
ス
ポ
ン
サ
ー
デ
ー
】

　

６
月
５
日
（
日
）
に
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ

ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で
行
わ
れ
た
サ
ウ
ル

コ
ス
福
井
戦
に
て
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
聖

籠
網
代
浜
店
・
新
潟
東
港
店
ス
ポ
ン
サ

ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
７
プ
レ

ミ
ア
ム
の
お
菓
子
10
種
類
の
中
か
ら
１

位
の
商
品
を
決
定
す
る
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
総
選
挙
や
10
歳
以
下
の
子
供
が
参
加

し
た
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ

ー
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
、
約
３
０
０
人

の
方
が
ご
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
Ｊ
Ｓ
Ｃ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
は
９
月

に
行
わ
れ
ま
す
。
各
試
合
入
場
料
は
無

料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
来
場
を
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

【 問い合わせ先 】
〒957-0103 聖籠町網代浜925−1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/
学校Twitter：@JAPAN_Soccer_C
チーム公式HP：http://team.cupsnet.com/
ジャパサカＨＧ運営スタッフTwitter：@jyappi

JAPAN サッカーカレッジ
ホームゲーム運営

Facebook ～ジャパサカ通信～
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Ａ
み ん な の ひ ろ ば

集
落
配
布
・
回
収
が
負
担
？

　
配
り
も
の
が
多
す
ぎ
る
。

　
募
金
、
寄
付
、
お
金
あ
つ
め
た

い
へ
ん
。（
少
な
い
年
金
暮
ら
し

だ
け
の
人
も
い
ま
す
。）

�

（
年
代
・
性
別
と
も
不
明
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
総
務
課
・
町
民
課
・

保
健
福
祉
課
・
産
業
観
光
課
）

　

こ
の
た
び
投
稿
い
た
だ
い
た
、

配
布
物
に
関
す
る
ご
意
見
に
お
答

え
し
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、「
配
り
物
が
多
す

ぎ
る
」
と
の
意
見
に
つ
い
て
で
す

が
、
行
政
か
ら
の
配
布
物
は
、
区

長
さ
ん
や
隣
組
長
さ
ん
を
通
じ
て

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

配
布
物
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ

く
ご
負
担
が
減
ら
せ
る
よ
う
に
行

政
か
ら
の
情
報
は
、
で
き
る
限
り

広
報
せ
い
ろ
う
に
ま
と
め
て
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
可
能

な
限
り
広
報
せ
い
ろ
う
に
ま
と
め

て
情
報
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
に
は
、
町
民
生
活
に

関
す
る
行
政
へ
の
様
々
な
協
力
な

ど
、
ご
負
担
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

次
に
「
募
金
、
寄
付
、
お
金
集

め
た
い
へ
ん
」、
と
の
ご
意
見
に

つ
い
て
で
す
が
、
町
が
町
民
の
皆

さ
ま
に
ご
協
力
と
取
り
ま
と
め
を

お
願
い
し
て
い
る
も
の
に
は
、
緑

の
募
金
、
日
本
赤
十
字
社
費
、
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動 

愛
の
協

力
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
聖
籠
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い
る
も
の
に
は
、
手

を
つ
な
ぐ
親
の
会
会
費
、
聖
籠
町

社
会
福
祉
協
議
会
会
費
、
赤
い
羽

根
共
同
募
金
、
歳
末
助
け
合
い
募

金
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、「
い
く
ら
協
力
す

れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と

い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
る
た
め
、
目
安
の
金
額
を
設
定

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
募

金
や
会
費
な
ど
は
、
あ
く
ま
で
任

意
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
募
金
や
社

費
・
会
費
な
ど
の
趣
旨
を
ご
理
解

の
う
え
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
ご

協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
に
よ
っ
て
は
、
募

金
な
ど
各
世
帯
か
ら
の
回
収
を
伴

う
配
布
物
な
ど
が
あ
り
、
区
長
さ

ん
や
隣
組
長
さ
ん
な
ど
、
文
書
配

布
に
関
す
る
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が

大
き
な
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
負
担
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
今

後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
遊
び
場
を

�

増
や
し
て
く
だ
さ
い
！

　
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
外
に
出
て
遊
ぶ
こ
と
も

増
え
ま
す
。
で
も
、
近
く
に
あ
ま

り
楽
し
め
る
公
園
が
少
な
く
、
新

発
田
や
ほ
か
の
公
園
ま
で
行
く
こ

と
が
多
い
で
す
。

　
緑
地
公
園
も
、
広
場
ば
か
り
で

遊
具
が
１
つ
だ
け
。
ブ
ラ
ン
コ
も

な
い
し
、
広
す
ぎ
て
も
っ
た
い
な

い
。
聖
籠
町
に
公
園
や
遊
具
を
も

っ
と
増
や
し
、
も
っ
と
外
で
遊
べ

る
場
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ま
た
、
天
候
の
悪
い
と
き
が
多
い

新
潟
。
近
く
で
は
室
内
で
遊
べ
る

場
所
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
冬

　このコーナーでは、町政ポ
ストに投稿のあった町政に対
するご意見、ご質問とそれに
対する回答を紹介します。
　投稿者は年代と性別だけ表
示します。

　町政ポストはがきやＥメー
ルでご投稿いただいたご意
見・ご質問を広報にて紹介し
ます。あらかじめご了承くだ
さい。

　なお、投稿者や第三者のプ
ライバシーを害する恐れがあ
る場合など、投稿と回答の内
容によっては掲載しないこと
もあります。

町政ポスト

Ｑ＆Ａ

場
な
ど
、
室
内
で
遊
べ
る
場
所
を

作
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　
子
ど
も
に
優
し
い
聖
籠
町
と
し

て
、
子
ど
も
も
多
い
の
で
、
遊
べ

る
場
所
の
設
置
を
望
み
ま
す
。

�

（
年
代
・
性
別
と
も
不
明
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
ふ
る
さ
と
整
備
課
・

�

子
ど
も
教
育
課
・
社
会
教
育
課
）

　

い
つ
も
町
の
施
設
な
ど
を
ご
利

用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
公
園
や
遊
具
の
増

設
の
ご
意
見
に
つ
い
て
回
答
し
ま

す
。

　

町
が
設
置
し
管
理
し
て
い
る
公

園
は
、
児
童
遊
園
、
都
市
公
園
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
多

く
は
、
お
お
む
ね
、
集
落
や
近
隣

居
住
者
の
方
々
の
利
用
を
目
的
と

し
て
お
り
、
遊
具
が
設
置
さ
れ
て

い
た
と
し
て
も
必
要
最
小
限
で
あ

る
場
合
が
多
い
た
め
、
満
足
が
い

か
な
い
も
の
と
感
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、弁
天
潟
風
致
公
園
（
蓮
野
）、

中
央
公
園
（
町
民
会
館
隣
接
）
は

比
較
的
遊
具
が
備
っ
て
い
ま
す
の

で
一
度
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

公
園
や
遊
具
の
増
設
に
つ
い
て
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Ａ

Ｑ

み ん な の ひ ろ ば
は
、
安
全
性
や
利
用
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
一
方
で
、
極
端
に
利
用

率
の
低
い
公
園
に
つ
い
て
は
廃
止

を
検
討
す
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
ご
意
見
の
あ
っ
た
緑
地

公
園
は
町
内
に
あ
る
公
園
で
は
最

大
規
模
で
す
が
、
県
営
公
園
で
あ

る
た
め
、
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご

意
見
に
つ
い
て
は
県
へ
連
絡
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

つ
ぎ
に
、
悪
天
候
時
に
お
け
る

子
ど
も
の
遊
び
場
所
設
置
の
ご
意

見
に
つ
い
て
回
答
し
ま
す
。

　

聖
籠
こ
ど
も
園
で
は
、
町
の
委

託
事
業
と
し
て
就
学
前
児
童
と
父

母
・
祖
父
母
を
対
象
に
、
月
曜
日

か
ら
土
曜
日
ま
で
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
と
午
後
３

時
か
ら
５
時
ま
で
の
間
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く
サ
ロ
ン

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

す
く
す
く
サ
ロ
ン
「
さ
く
ら
ん

ぼ
」
で
は
、
親
子
で
来
所
し
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
子
ど
も
た

ち
同
士
・
親
同
士
の
遊
び
を
通
じ

た
交
流
、
各
種
相
談
会
や
講
演
会

な
ど
を
開
催
し
、
誰
で
も
無
料
で

参
加
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
立
児
童
館
や
、
蓮
野
・

藤
寄
地
区
の
育
児
サ
ー
ク
ル
と
も

連
携
し
な
が
ら
種
々
の
子
育
て
支

援
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
聖
籠
こ
ど
も
園

（
☎︎
２
７
︲
３
３
２
２
）・
町
立
亀

塚
児
童
館（
☎︎
２
７
︲
２
４
７
８
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
町
の
施
設
と

し
て
、町
内
３
か
所
（
蓮
野
、山
倉
、

亀
代
地
区
）
に
多
目
的
屋
内
運
動

場
が
あ
り
ま
す
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

や
フ
ッ
ト
サ
ル
が
で
き
る
人
工
芝

の
運
動
場
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
な
ど

が
で
き
る
小
体
育
室
※

、休
憩
な
ど

が
で
き
る
和
室
を
備
え
て
い
ま
す
。

毎
週
土
曜
日
に
限
り
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
小
体
育
室

を
、
午
前
11
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
は
運
動
場
を
無
料
で
利
用
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
土
曜
日
以
外
は

有
料
で
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
会
館
や
結
い
ハ
ー

ト
聖
籠
内
の
青
少
年
交
流
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
施
設
で
も
空
き
状
況
に

よ
っ
て
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
遊
び
場

と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
町
民
会
館
（
☎︎

２
７
︲
２
１
２
１
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
亀
代
地
区
多
目
的
屋
内
運
動

場
に
は
小
体
育
室
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

亀
代
小
通
学
路
の
歩
道
を

�

追
加
し
て
く
だ
さ
い
！

　
亀
代
郵
便
局
か
ら
亀
代
小
学
校

へ
向
か
う
道（
直
線
約
８
０
０
ｍ
）

を
両
側
に
広
い
歩
道
に
し
て
ほ
し

い
で
す
。
村
上
側
の
歩
道
は
広
い

で
す
が
新
潟
側
の
歩
道
は
人
が
一

人
も
歩
け
な
い
で
す
。

※
注
意
点
と
し
て

　
朝
の
７
時
～
８
時
と
い
う
短

い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
小

学
生
の
列
、
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ

ジ
の
自
転
車
、
エ
コ
バ
ス
、
中

学
生
、
通
勤
の
車
と
道
が
混
み

ま
す
。

　
小
学
生
の
列
に
自
転
車
で
走

り
、
通
勤
の
車
は
か
な
り
の
ス

ピ
ー
ド
で
す
。
小
学
生
が
自
転

車
を
避
け
て
、
車
道
に
出
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
朝
か

ら
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
て
見
て
い
ま
す
。

　
事
故
が
起
き
る
前
に
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。
車
の
方
は
見

通
し
が
良
い
た
め
、
ス
ピ
ー
ド

の
出
し
す
ぎ
で
す
。
ぜ
ひ
協
力

し
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
30
歳
代
・
男
性
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
ふ
る
さ
と
整
備
課
・

生
活
環
境
課
・
子
ど
も
教
育
課
）

　

歩
道
の
増
設
に
関
す
る
ご
意
見

に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

　

ご
意
見
の
あ
っ
た
通
学
路
は
、

亀
代
郵
便
局
交
差
点
か
ら
海
方
面

に
向
か
う
区
間
の
町
道
と
思
わ
れ

ま
す
。こ
の
通
学
路
は
、歩
行
者
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
車
道
と

分
離
し
た
幅
２
・
３
ｍ
の
歩
道
を

村
上
側
の
み
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

通
学
路
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

平
成
27
年
11
月
に
策
定
し
た
「
聖

籠
町
通
学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
、
歩
道
が
無
い
道
路
や
、
通
行

量
が
非
常
に
多
い
道
路
な
ど
、
早

急
に
安
全
対
策
が
必
要
な
路
線
と

し
て
掲
げ
た
通
学
路
の
整
備
を
優

先
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
歩
道

の
拡
幅
な
ど
の
ご
要
望
に
お
応
え

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す

が
、
今
後
の
歩
行
者
な
ど
の
交
通

量
の
推
移
を
見
て
必
要
が
生
じ
た

際
は
、
聖
籠
町
通
学
路
交
通
安
全

推
進
会
議
な
ど
で
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
歩
道
内
の
自
転
車
走
行

に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
の
区
間
の

歩
道
は
県
公
安
委
員
会
が
指
定
す

る
「
自
転
車
歩
行
者
道
」
で
は
な

く
、
も
っ
ぱ
ら
歩
行
者
通
行
の
た

め
で
あ
り
、自
転
車
は
「
軽
車
両
」

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
原
則
と
し

て
通
行
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

道
路
交
通
法
で
は
、
自
転
車
が

歩
道
を
通
行
で
き
る
の
は
、
運
転

者
が
13
歳
未
満
も
し
く
は
70
歳
以

上
、
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
を
負

っ
て
い
る
場
合
の
ほ
か
、
安
全
上

や
む
を
え
な
い
場
合
と
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
通
学
の
た
め
自
転

車
を
運
転
す
る
場
合
、
車
道
を
通

行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
理

解
が
十
分
で
な
い
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
町
と
し
て
も
交
通
ル
ー

ル
を
周
知
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
歩
行
者
と
自
転

車
な
ど
車
両
が
お
互
い
に
安
全
に

通
行
す
る
た
め
に
は
、
学
校
を
通

じ
て
の
指
導
や
地
域
ぐ
る
み
に
よ

る
交
通
安
全
指
導
も
重
要
と
考
え

ま
す
。

　

自
転
車
の
運
転
マ
ナ
ー
に
関
し

て
は
、
登
校
時
に
自
転
車
を
利
用

す
る
中
学
生
や
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ

カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
、
学
校
に

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
指
導
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

自
動
車
の
運
転
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
は
、
聖
籠
町
交
通
安
全
対
策
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
機
会
を
と
ら

え
た
啓
発
や
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
さ
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み ん な の ひ ろ ば
な
い
よ
う
注
意
を
喚
起
す
る
よ
う

な
看
板
な
ど
の
設
置
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
が
、
運
転
者
の
自
覚
が

一
番
重
要
な
こ
と
で
す
の
で
、
地

域
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も

安
全
運
転
へ
の
ご
理
解
と
徹
底
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
毎
月
10
日
に
町
と
交
通

安
全
協
会
聖
籠
支
部
で
は
街
頭
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
安
全
に

登
校
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
も
、
お
気
づ
き
の
点
が
あ

れ
ば
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

敬
老
会
の
音
響
を

聞
き
や
す
く
し
て
く
だ
さ
い
！

　

何
と
か
な
ら
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　
ま
だ
時
期
で
は
な
い
の
で
す
が
、

毎
年
敬
老
会
に
招
待
さ
れ
て
出
席

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
都
度
思
っ
て
い
た
の
が
、
会
場

の
音
響
の
こ
と
で
す
。
送
迎
バ
ス

の
都
合
で
中
ほ
ど
か
ら
後
ろ
の
ほ

う
に
座
る
と
、
せ
っ
か
く
の
町
長

さ
ん
や
、
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
の
ご

あ
い
さ
つ
が
聞
き
取
れ
な
い
の
で

す
（
年
寄
り
で
、
耳
も
悪
く
な
っ

て
い
る
せ
い
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
）。

　
そ
の
と
き
に
は
思
い
出
す
の
で

す
が
、
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
忘
れ

て
し
ま
い
、
翌
年
に
出
席
す
る
と

「
あ
ー
、
そ
う
だ
っ
た
」
と
思
い

出
し
ま
す
。
昨
年
は
、
余
興
に
プ

ロ
の
芸
人
さ
ん
で
期
待
し
て
い
ま

し
た
が
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か

わ
か
ら
ず
、
せ
っ
か
く
お
金
を
か

け
て
来
て
い
た
だ
い
た
の
に
、
無

駄
遣
い
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
い

た
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
今
か
ら
ぜ
ひ
と
も
ご

検
討
を
お
願
い
し
、
出
席
し
て
よ

か
っ
た
と
思
う
敬
老
会
に
し
て
く

だ
さ
い
。�
（
70
歳
代
・
男
性
）

町
か
ら
の
回
答

�

（
担
当
　
保
健
福
祉
課
）

　

例
年
、
町
民
会
館
で
行
わ
れ
て

い
ま
す「
敬
老
会
」に
ご
出
席
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
、
そ
の
「
敬
老
会
」

時
で
の
音
響
の
こ
と
に
つ
い
て
、

よ
く
聞
き
取
れ
な
く
て
残
念
と
い

う
こ
と
で
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
会
場
は
広

く
天
井
が
高
い
体
育
館
と
い
う
こ

と
で
、
音
の
は
ね
返
り
が
大
き
く
、

聞
き
取
り
に
く
い
と
い
っ
た
施
設

上
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

ご
意
見
の
と
お
り
、
後
ろ
の
方
が

聞
き
取
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
増
や
す

な
ど
、
音
響
装
置
の
見
直
し
や
音

響
調
整
で
改
善
で
き
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
準
備

段
階
で
入
念
な
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

会
場
準
備
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

学
校
現
場
の
職
員
を

�

減
ら
し
て
大
丈
夫
？

�

Ｓ
Ｓ
Ｗ
は
機
能
し
て
い
る
？

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
経
費

削
減
は
仕
方
が
な
い
と
思
う
が
、

机
上
の
空
論
で
安
易
に
人
件
費
を

削
減
し
て
い
な
い
か
？

　
現
場
の
実
態
を
把
握
し
、
予
算

編
成
し
て
い
る
の
か
？
教
育
の
充

実
を
う
た
っ
て
い
る
現
体
制
下
、

他
の
市
町
村
に
比
べ
て
恵
ま
れ
、

臨
時
非
常
勤
職
員
が
多
か
っ
た
学

校
現
場
に
お
い
て
、
今
年
度
の
大

幅
減
は
、
子
ど
も
た
ち
に
不
利
益

は
な
い
の
か
？
人
的
数
が
不
足
で

は
、
学
校
現
場
に
携
わ
る
人
た
ち

の
工
夫
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。

　
予
算
が
足
り
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

道
路
１・
２
本
作
る
の
を
や
め
て

も
、
今
の
聖
籠
町
に
お
い
て
生
活

に
支
障
が
な
い
と
思
う
が
…
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
は
機
能
し
て
い

る
の
か
？

�

（
年
代
・
性
別
と
も
不
明
）

町
か
ら
の
回
答

�

（
担
当
　
子
ど
も
教
育
課
）

　

ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
教
育
の
充
実
を
う
た
っ

て
い
る
の
に
臨
時
非
常
勤
職
員
の

大
幅
減
は
、
子
ど
も
た
ち
に
不
利

益
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
お
答
え
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
学
校
非
常
勤
講
師
と

し
て
、
中
学
校
５
人
を
３
人
に
、

小
学
校
４
人
を
１
人
に
、
こ
ど
も

園
３
人
を
０
人
に
い
た
し
ま
し
た

の
は
次
の
事
情
か
ら
で
す
。

　

一
つ
は
、
町
の
財
源
が
厳
し
い

事
情
に
あ
る
こ
と
、
二
つ
は
、
学

校
・
園
の
教
育
は
国
・
県
の
基
準

に
よ
る
教
職
員
数
で
行
う
こ
と
が

原
則
で
あ
る
こ
と
、
三
つ
は
、
今

年
度
小
学
校
冷
房
設
備
の
設
置
を

優
先
さ
せ
た
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
中
学
校
に
３
人
、

小
学
校
に
１
人
の
非
常
勤
講
師
を

配
置
し
た
ほ
か
、
介
助
員
を
１
名

増
の
37
人
配
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
は
、

地
域
や
学
校
事
情
に
よ
る
標
準
定

数
以
外
に
小
学
校
に
５
人
、
中
学

校
に
１
人
配
置
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

次
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
（
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
の
機
能
に

つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。
聖
籠
町

子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
の
Ｓ

Ｓ
Ｗ
は
、
幼
児
・
児
童
・
生
徒
な

ど
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
サ
ポ
ー
ト

す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
専

門
職
と
し
て
三
つ
の
役
割
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

を「
つ
な
ぐ
」。
二
つ
は
、子
ど
も
・

家
庭
・
教
職
員
を
「
さ
さ
え
る
」。

三
つ
は
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会
を

「
つ
く
る
」
で
す
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｗ
は
、
相
談
員
な
ど
と
と

も
に
、
相
談
を
受
け
た
不
登
校
、

い
じ
め
、
学
習
や
進
路
・
友
人
関

係
な
ど
の
悩
み
、
家
庭
な
ど
本
人

以
外
の
要
因
で
生
じ
る
と
考
え
ら

れ
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
幼

児
・
児
童
・
生
徒
を
取
り
巻
く
学

校
・
園
、
家
庭
、
地
域
、
保
健
師
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
医
療
機
関
な

ど
の
関
係
す
る
人
た
ち
と
連
携
・

協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
こ
れ
か
ら
も
町
の
教
育
行
政

と
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

役
場
総
務
課�

広
報
広
聴
係

�

（
内
線
２
２
２
）
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み ん な の ひ ろ ば

　夏は冷たいビールがおいしいですね。バーベキューやお祭りな

ど、お酒を飲む機会も増えるのではないでしょうか。

　「酒は百薬の長」ともいいます。楽しく適度な飲酒は気分転換や

ストレス発散、リラックス効果があり、1 日に日本酒 1 合程度の飲

酒であれば、心臓病、脳卒中などのリスクを低下させるなどの健康

効果があります。しかし、1 日のアルコール摂取量が多いほど、肝

臓に負担をかけ、中性脂肪による肥満やがんの発症リスクが高まる

ことがわかっています。

　聖籠町では、1 日 2 合以上飲酒をする方の割合が、県平均の 2

倍以上と非常に高くなっています。それに関連して、肥満、高血圧、

糖尿病などで受診する方が増えています。お酒と上手につきあうた

めに飲酒量を見直しましょう。

　【健康せいろう 21「緑丸の健康 10か条」より】

「なかなか止められないアルコール
　　　　　　　だけど今日は休肝日」

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

町の宝で〜す
6月の乳児健診から

木村 咲
さ き こ

季子 ちゃん 小林 真
まな

斗
と

 ちゃん

冨樫 愛
まな

晴
は

 ちゃん

星野 星
せ な

絆 ちゃん

阿部 日
ひ よ り

和 ちゃん

五十嵐 結
ゆい

泊
と

 ちゃん

藤井 星
せ な

凪 ちゃん

畠山 裕
ひろ

都
と

 ちゃん

肥田野 朱
あか

莉
り

 ちゃん

髙橋 葵
ま な か

菜花 ちゃん

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行
われている乳児健診会場で主に４カ
月健診対象乳児を撮影しています。

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　管理栄養士　☎２７‐６５１１

あなたの飲み方は
大丈夫？

★週に 2回（できれば連続で）の休肝日をつくり、肝臓を
休ませる

★揚げ物や味の濃いものを控えめにして、野菜中心のおつ
まみをとる

お酒と上手につきあうには…
★適量を守る

日本酒
なら1合
180ml

ビール
なら

500ml

ワインなら
グラス２杯

240ml

ウイスキー
ならダブル
1杯 60ml

焼酎なら
1/2 合
90ml

＝
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み ん な の ひ ろ ば

岩川湖香さん 5歳

鶴巻妃莉さん 8歳

ちーちゃんさん 10歳

SNOOPYさん 11歳

かっぱさん 9歳

わたなべりんかさん 6歳

志村旺楽さん 4歳

ももこさん 13歳

カロリーさん 8歳

きっしゅさん 14歳

　
投
稿
す
る
と
き
は
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。（
薄
い
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
）

住
所
と
名
前
は
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
名
前
の
横

に
ペ
ン
ネ
ー
ム
『
○
○
○
』
と
書
い
て
く
だ
さ
い
）

　

１
カ
月
に
一
人
１
枚
だ
け
受
け
付
け
ま
す
。

新発田阿賀北地区保護司会の
� 皆さんが聖籠町役場を表敬訪問

「聖籠町住まいる券」抽選会

　“社会を明るくする運動”の強化月間の初日である７
月１日（金）、新発田阿賀北地区保護司会の皆さんが聖
籠町役場を表敬訪問され、総理大臣メッセージを副町長
に伝達しました。
　保護司会の皆さまからは地域の実情が紹介され、とも
に力を合わせて犯罪や非行のない地域社会を築こうとの
誓いを新たにしました。

　住宅、作業場などの修繕工事に利用できる 15% 割引
の金券「聖籠町住まいる券」の応募は 57 世帯、申込総
額 3,255 万円となりました。
　販売総数 3,000 万円を上回ったため、6 月 15 日（水）
に町商工会で抽選会を行いました。
　厳正な抽選により、52 世帯の当選が決定しました。

↑新発田阿賀北地区保護司会の渡邉信
のぶあき
明会長（前列中央）をはじめと

する保護司会の皆さんと西
にしわき
脇副町長（前列左から４人目）。

↓町商工会２階で行われた抽選の様子。
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今年も安全な海水浴を！

①／② 安全祈願祭の様子。海の安全を出席者全員で、安全な海水浴を祈願しました。　
③／④／⑤こども園年長さんの地引網。獲れたお魚が大きすぎたのか、園児の皆さんは小魚

（カタクチイワシ）を集めてカモメにあげていました。

①ビーチサンダル飛ばし。写真は中高学年の部で優勝した佐藤大翔さん。②ステージイベント・聖籠
ヒップホップチームのダンス。③セーリング体験。④／⑥地引網体験。大きな鯛が２尾もかかりました。
⑤バナナボート体験。⑦砂浜宝探し。⑧こどもアトラクションの輪投げ。⑨ジェットスキー体験。

②

②

①

①

③

③

④

⑤

⑨

⑧

⑦

④

⑥

⑤

　７月１２日（火）、網代浜、次第浜
の両海水浴場が開設され、網代浜海水
浴場で安全祈願祭が行われました。
　海水浴場オープンとなる当日は、晴
天に恵まれ、まさに海水浴日和となり、
町長をはじめとする町関係者、聖籠町
の海のレジャー活動を実施し推進して
いるＮＰＯ法人海レクサポートせいろ
う、海水浴各関係者や警察・消防関係
者ら総勢３１名が出席し、海水浴での
無事故を祈願しました。
　安全祈願祭のあと、蓮野・蓮潟・亀
代こども園年長さんが地引網を体験。
懸命に網を引き、９０cm ほどのスズ
キなどたくさんの魚が取れました。
　海水浴の際は、監視員の指示に従い、
ルールやマナーを守り、楽しく安全に
すごせるようご協力をお願いします。
なお、海水浴時の注意は１０ページを
ご覧ください。

聖籠マリンフェスタ２０１６開催！
　７月１８日（月・祝）、聖籠町
海のにぎわい館と網代浜海水浴場
の周辺で「聖籠マリンフェスタ
２０１６」が開催されました。
　この日は前日までの雨が嘘のよ
うに天候に恵まれ、セーリング体
験や砂浜宝探し、地引網体験など
の各アトラクションは、予約でい
っぱいの大盛況となりました。
　ビーチサンダル飛ばし大会・
小学校中高学年の部に参加し、
10m65cm の記録で優勝した佐藤
大
ひろ

翔
と

さんは、「一生懸命サンダル
を飛ばしました。10m も飛んです
ごいなと思いました。１位になっ
てうれしいです。」と話してくれ
ました。
　来場者は網代浜海水浴場の利用
者も合わせて約 1 万人にものぼ
り、それぞれ「聖籠の海」を満喫
していた様子でした。


